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研 究

精神疾患の原因解明と治療法開発

2020年4⽉に着任した加藤忠史教授は、理化学研究所脳神経科学研究センターにおいて、双極
性障害の神経⽣物学的研究を⾏ってきました。双極性障害のミトコンドリア機能障害仮説を提
唱し、これに基づいて反復性うつ状態を呈するモデルマウスを報告すると共に、双極性障害の
原因部位として視床室傍核を同定しました(Molecular Psychiatry 2016)。また、⼀卵性双⽣
児不⼀致例のiPS細胞より脳オルガノイドを作成し、シングルセルRNAシーケンス解析により、
精神疾患の原因に抑制性ニューロンと興奮性ニューロンの分化の不均衡が関与することを⽰し
ました。また、双極性障害にデノボ変異が関与していることや、脳の体細胞変異が精神疾患に
関与していること（Neuron 2014)などを⾒出しました。また、死後脳の国際共同研究(Nature 
Neuroscience 2008他)や、ゲノム研究の国際コンソーシアム（ConLiGen、Bipolar 
Sequencing Consortiumなど）にも参加しています（NEJM 2014, Lancet 2016）。
10⽉1⽇には、⼤⽇本住友製薬との共同研究講座、気分障害分⼦病態学講座を設⽴し、9⽉1⽇
設⽴の気分障害センターと連携して、双極性障害を初めとする気分障害の原因解明、治療法開
発の研究を進めていきます。
⼤沼徹先任准教授は、統合失調症の病態解明、治療法開発、バイオマーカー探索などの研究を
⾏っています。伊藤賢伸准教授は、胎⽣期の向精神薬曝露による胎児への影響について研究すると
共に、胎⽣期バルプロ酸曝露による⾃閉スペクトラム症モデル動物を⼿がかりとした創薬標的研究
をAMEDの⽀援を得て進めています。また、放射線医学講座との共同研究で、新たな磁気共鳴画
像技術を⽤いた精神疾患の脳病態解明・診断法開発の研究も⾏っています。

主な研究テーマ

主な研究内容スタッフ

1. 双極性障害の原因解明と治療法開発
2. 統合失調症の病態解明・治療法開発
3. ⾃閉スペクトラム症の原因解明・治療法開発

担当教授 加藤 忠史

2020年9月1日現在

プレスリリース
精神疾患に

神経細胞のアンバランスな
運命付けが関連
－iPS細胞由来脳オルガノイ
ドの研究から－（2020年8
⽉7⽇）
（Sawada et al, Molecular 
Psychiatry 2020）



Department of Psychiatry

Research

Revealing the causes of psychiatric illnesses and developing new treatment
Professor Tadafumi Kato, who joined a new post in April 2020, has long been engaged in the 
neurobiological study of bipolar disorder at the RIKEN Center for Brain Science. After proposing the 
mitochondrial dysfunction hypothesis of bipolar disorder, Dr. Kato went on to develop a mouse model 
exhibiting recurrent depression-like episodes based on this hypothesis and identified the paraventricular 
thalamic nucleus as the candidate of causative brain region of bipolar disorder (Molecular Psychiatry
2016). He also demonstrated that imbalance in the differentiation of excitatory and inhibitory neurons 
contributes to the onset of psychiatric illnesses through single-cell RNA sequence analysis of cerebral 
organoids derived from iPS cells of discordant monozygotic twins. Dr. Katoʼs other discoveries include 
the involvement of de novo mutations in bipolar disorder and the contribution of brain somatic 
mutations in psychiatric illnesses (Neuron 2014). He is involved in an international research 
collaboration on the postmortem brain (Nature Neuroscience 2008) and in international consortia on 
genome research (ConLiGen, Bipolar Sequencing Consortium, etc.; NEJM 2014, Lancet 2016). On 
October 1st, the Department of Molecular Pathology of Mood Disorders was launched and a joint 
research with Sumitomo Dainippon Pharma has started. He will continue his research into causes and 
treatments of bipolar disorder and other mood disorders in collaboration with the Center for Mood 
Disorders established on September 1st. Senior Associate Professor Toru Onuma is studying 
schizophrenia seeking to reveal its pathology, develop treatment methods, and explore biomarkers. 
Associate Professor Masanobu Ito is studying the effects of prenatal exposure to psychotropic drugs and 
working on drug development research using animal models of autism spectrum disorder induced by 
prenatal exposure to valproic acid with the support of AMED. The department is also pursuing joint 
research with the radiology department seeking to reveal the brain pathology of psychiatric disorders 
and develop diagnostic methods using new magnetic resonance imaging techniques.

Main Research Subjects

Research Highlights

 1. Revealing the cause of bipolar disorder and developing new 
treatment 

 2. Revealing the pathology of schizophrenia and developing new  
treatment

 3. Revealing the cause of autism spectrum disorder and developing 
new treatment

Press Release
Developmental excitation-
inhibition imbalance
underlying psychoses
revealed by single-cell
analyses of discordant 
twin-derived cerebral 
organoids (Aug 7th, 2020)
（Sawada et al, Molecular 
Psychiatry 2020）
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和⽂総説 9 鈴⽊利⼈. 妊娠・授乳と向精神薬薬物療法. 東京⺟性衛⽣学雑誌 36: 11-17, 2020.

和⽂総説 10 鈴⽊利⼈. 周産期のメンタルヘルスと薬. ⽉刊⺟⼦保健 737, 6, 2020

和⽂総説 11 伊藤賢伸, 梅村淳. パーキンソン病に対する深部脳刺激の精神⾯への影響. 臨床精神医学, 2020 ; 49(6) : 779–787

和⽂総説 12 伊藤賢伸,鈴⽊利⼈.妊娠中の向精神薬使⽤による児の発達障害のリスク. 臨床精神医学,2020 ; 49(7), 899–904

和⽂総説 13 ⼋⽥耕太郎, 伊藤賢伸, ⾅井千恵,尾崎茂.パーキンソン病に対するECT ―適応と課題―. 臨床精神薬理,2020 ; 23(12), 1231–1234

和⽂総説 14 ⼋⽥耕太郎︓せん妄の臨床指針－せん妄の治療指針第2版(2015)．精神医学62（5増）: 698-704, 2020

和⽂総説 15 杉⼭直也，平⽥豊明，塚本哲司，佐藤雅美，⼋⽥耕太郎，⼤塚耕太郎︓精神科救急医療ガイドライン2015年版．精神医学62（5増）: 758-763, 2020

和⽂総説 16 ⼋⽥耕太郎︓⾼齢者のせん妄の要因とリスク因⼦、早期診断、早期介⼊法．Geriatric Medicine（⽼年医学）58(5): 423-427, 2020

和⽂総説 17 ⼋⽥耕太郎︓せん妄リスク患者の不眠にはどう対応するか．⽉刊薬事62(8): 37-41, 2020

和⽂総説 18 ⼋⽥耕太郎︓せん妄と睡眠薬との関連について．クリニシャン67(7):78-84,2020

和⽂総説 19 ⼋⽥耕太郎︓薬物療法・⼼理社会的療法からのアプローチ－薬物療法．精神科救急23: 24-25, 2020

和⽂総説 20 ⼋⽥耕太郎，伊藤賢伸，⾅井千恵，尾﨑茂︓パーキンソン病に対するECT．臨床精神薬理23: 1231-1234, 2020

和⽂総説 21 ⾺場元. BPSDとその対応　抑うつ・アパシーとその対応. 臨床精神医学49(12): 1931-1936, 2020.

和⽂総説 22 ⾺場元. うつ病診療のUpdate　アンケート　うつ病の病態メカニズムをあらためて考える. Depression Journal. 8 (2). 36-42, 2020.

和⽂総説 23 ⾺場元. うつ病と認知症. うつ病と認知症の関係　うつ病診療医の⽴場から. Pharma Medica. 38 (8). 15-20, 2020

和⽂総説 24 ⾺場元. 向精神薬は脳内で実際に何をしているのか? : 抗うつ薬は脳内で実際に何をしているのか? 臨床精神薬理. 23 (4). 385-391, 2020.



和⽂総説 25 ⾺場元. 気分障害UPDATE-難治性うつ病に対しあきらめず取り組む 各疾患へのアプローチ　認知症や神経変性疾患を考慮した⾼齢者のうつ病へのアプローチ. 医学のあゆみ.
272(5). 422-427, 2020.

区分 番号 全著者名,書籍名,出版社名, 出版年, ページ番号等 国際共同

和⽂著書 1 抗躁薬. 薬物療法コンサルテーション　妊娠と授乳 改訂3版. 伊藤真也、村島温⼦（編集）、南⼭堂、東京、pp481-489, 2020

和⽂著書 2 ⼋⽥耕太郎: せん妄，⼿術後精神障害（ICU症候群）．今⽇の治療指針2020年版, 福井次⽮，⾼⽊誠，⼩室⼀成総編集，医学書院，東京, 1058-1060, 2020

和⽂著書 3 ⼋⽥耕太郎︓せん妄．今⽇の診断指針　第8版，永井良三総編集，医学書院，東京，164-167, 2020

和⽂著書 4 ⼋⽥耕太郎: せん妄．研修医のための精神科ハンドブック, ⽇本精神神経学会編集，医学書院，東京, 34-37, 2020

区分 番号 発表者名,発表タイトル（題⽬・演題・課題等）,学会名,場所,発表年⽉⽇等 国際共同

国内学会発表 1 ⼋⽥ 耕太郎: シンポジウム37 急性精神病の診断と治療の現状と今後の課題. 急性精神病状態を診分ける－⾮定型精神病と統合失調症，広汎性発達障害と統合失調症. 第
116回⽇本精神神経学会学術総会，WEB開催，2020.9.28-30

国内学会発表 2 ⼋⽥ 耕太郎（コーディネータ，座⻑，シンポジスト）: シンポジウム 54 再考︓統合失調症急性期治療－リアルワールドエビデンスとRCTとの対⽐. 統合失調症急性期治療におけるリ
アルワールドエビデンスとRCTとの対⽐. 第116回⽇本精神神経学会学術総会，WEB開催，2020.9.28-30

国内学会発表 3 川⽥裕次郎，新⽵優⼦，中⻄唯公，村⼭憲男，松⼭毅，⼯藤康宏，⻩⽥常嘉，柴⽥展⼈，⻘⽊和浩，渡邉貴裕スポツ系⼤学学⽣の健康サポトシステムの構築︓包括
的メンタルヘルス調査の活⽤第58回全国⼤学保健管理研究集会, 京都（オンライン開催）．2020年11⽉2526⽇．（⼝頭発表）

国内学会発表 4 室伏由佳，川⽥裕次郎，中村美幸，野栗⽴成，⼭⼝慎史，髙澤祐治，広沢正孝，柴⽥展⼈アンチ・ドピング教育経験が薬使⽤時の禁⽌物質確認⾏動に及ぼす影響︓⽇本
⼈⼤学⽣アスリトの実態第31回臨床スポツ医学会学術集会, 宮崎（オンライン開催）．2020年11⽉430⽇.（⼝頭発表）

国内学会発表 5 ⾐笠⻯世，川⽥裕次郎，⼭⼝慎史，中村美幸，野栗⽴成，室伏由佳，柴⽥展⼈，⻩⽥常嘉⼤学⽣アスリトにおけるストレスコピングがメンタルヘルスに及ぼす影響第47回⽇
本スポツ⼼理学会, 宮城（オンライン開催）．2020年11⽉2112⽉6⽇．（ポスター発表）

国内学会発表 6 野栗⽴成，川⽥裕次郎，⼭⼝慎史，⻑⾕川賢典，加藤勇志，柴⽥展⼈，⻩⽥常嘉⼤学⽣アスリトにおける組織内⾃尊感情尺度が精神的健康に及ぼす影響第47回⽇本スポ
ツ⼼理学会, 宮城（オンライン開催）．2020年11⽉2112⽉6⽇．（ポスター発表）

国内学会発表 7 ⼭⼝慎史，川⽥裕次郎，中村美幸，野栗⽴成，室伏由佳，広沢正孝，柴⽥展⼈傷つきやすいアスリトにおけるストレスコピングの有効性第47回⽇本スポツ⼼理学会, 宮城
（オンライン開催）．2020年11⽉2112⽉6⽇．（ポスター発表）

国内学会発表 8 ⽯⽥泰之，川⽥裕次郎，⼭⼝慎史，加藤勇志，⻑⾕川賢典，中村美幸，野栗⽴成，室伏由佳，柴⽥展⼈，⻩⽥常嘉⼤学⽣アスリトにおけるグリットが感情調節に及ぼす影
響第33回⽇本健康⼼理学会, 宮城（オンライン開催）．2020年11⽉1622⽇．（ポスター発表）



国内学会発表 9 ⾐笠⻯世，川⽥裕次郎，⼭⼝慎史，中村美幸，野栗⽴成，室伏由佳，柴⽥展⼈，⻩⽥常嘉⼤学⽣アスリトにおけるヴァルネラビリティと不安と気分変調の関連第33回⽇本健
康⼼理学会, 宮城（オンライン開催）．2020年11⽉1622⽇．（ポスター発表）

国内学会発表 10 寺下博貴，川⽥裕次郎，⼭⼝慎史，加藤勇志，⻑⾕川賢典，中村美幸，野栗⽴成，室伏由佳，柴⽥展⼈，⻩⽥常嘉⼤学⽣アスリトのセルフスティグマが感情調節に及ぼす
影響第33回⽇本健康⼼理学会, 宮城（オンライン開催）．2020年11⽉1622⽇．（ポスター発表）

国内学会発表 11 野栗⽴成，川⽥裕次郎，⼭⼝慎史，加藤勇志，広沢正孝，柴⽥展⼈⼤学⽣アスリトにおける組織内⾃尊感情が抑うつ症状に及ぼす影響第33回⽇本健康⼼理学会, 宮城
（オンライン開催）．2020年11⽉1622⽇．（ポスター発表）

国内学会発表 12 ⼭⼝慎史，川⽥裕次郎，野栗⽴成，⾐笠⻯世，室伏由佳，柴⽥展⼈⼤学⽣アスリトにおけるうつ親和性性格が傷つきやすさに及ぼす影響第33回⽇本健康⼼理学会, 宮城
（オンライン開催）．2020年11⽉1622⽇．（ポスター発表）

国内学会発表 13 中⼭久⼦、櫻井しのぶ、原⽥静⾹、仲⾥良⼦、中⻄唯公、柴⽥展⼈運動が苦⼿な⾃閉スペクトラム症児の⾃尊感情を⾼めるスポーツ教室の環境要因第79回⽇本公衆衛⽣学会総
会, 京都（オンライン開催)2020年10⽉20-22⽇．（ポスター発表）

国内学会発表 14 室伏由佳，川⽥裕次郎，髙澤祐治，広沢正孝，柴⽥展⼈⽇本⼈⼤学⽣アスリトにおけるアンチ・ドピング教育経験がサプリメント使⽤時の禁⽌物質確認⾏動に及ぼす影響第
75回⽇本体⼒医学会⼤会, ⿅児島（オンライン開催）．2020年9⽉2426⽇．（ポスター発表）

国内学会発表 15 ⼭⼝慎史，川⽥裕次郎，室伏由佳，柴⽥展⼈⼤学⽣アスリトの傷つきやすさとグリットがメンタルヘルスに及ぼす影響第84回⽇本⼼理学会, 東京（オンライン開催）．2020年9
⽉8⽇11⽉2⽇．（ポスター発表）

国内学会発表 16 ⾺場元．認知症⾮専⾨医のための認知症診療の基本　認知症⾮専⾨医のための認知症診療の基本. 精神神経学雑誌2020特別号: S251,2020.

国内学会発表 17 ⾺場元．⽼年期精神疾患の器質的背景　うつ病の器質的背景. ⽼年精神医学雑誌.31巻増刊II: 129, 2020.

国内学会発表 18 ⾺場元．⾼齢者のうつ病と認知症の関連性. ⽇本成⼈病(⽣活習慣病)学会会誌 46: 40, 2020

区分 番号 講演者名, 講演タイトル, 学会名, 場所, 発表年⽉⽇等 国際共同

特別講演・
招待講演 1 伊藤賢伸. シンポジウム　SSRI・SNRIの胎児への影響　-形態的、機能的催奇形性―　第116回⽇本精神神経学会学術総会 web 2020年9⽉28⽇

特別講演・
招待講演 2 ⻄紋昌平. 統合失調症はどのような病気︖ ̶“病識のない”患者さんへの治療アプローチ̶. Rokuro. Org 第20回　シニア、介護者、介護予備軍のための無料セミナー.（カリフォルニ

ア州サンノゼ）. 2020年2⽉22⽇
特別講演・
招待講演 3 ⾅井千恵、慢性疼痛(線維筋痛症)の脳機能画像および治療管理と睡眠障害へのアプローチ, 第1回練⾺区医師会整形外科医会,2020年 2/19

特別講演・
招待講演 4 ⾅井千恵, 疼痛・睡眠治療の最新の話題,疼痛診療WEB セミナー,2020年　9/11



特別講演・
招待講演 5 ⼋⽥耕太郎︓マラソンレクチャー8　リエゾン精神科医が⾏う静穏化・鎮静dos and don'ts. 第33回⽇本総合病院精神医学会総会，Web開催，2020.11.20－21

区分 番号 発明者名, 発明の名称, 出願番号 国際共同

知的財産権の出
願・取得等 1

【出願番号】特願2019-112568
【発明者】加藤忠史、窪⽥美恵、川上博哉、喜久⾥貢、⽩井⽂幸
【発明の名称】ミトコンドリア膜透過性遷移孔（ｍＰＴＰ）の開⼝阻害剤、ｍＰＴＰ開⼝阻害活性を有する新規化合物及びそれらの⽤途
【出願⽇】2019/06/18
【公開番号】　特開020-203859
【公開⽇】　2020年12⽉24⽇

【国際出願番号】WO 2020255983A1
【国際出願⽇】　2020年6⽉17⽇（優先⽇ 2019/06/18）
【発明の名称】　Mitochondrial permeability transition pore (mPTP)-opening inhibitor, novel compound exhibiting mPTP-opening inhibitory activity, and
therefor

区分 番号 研究者名, 活動の名称（執筆、出演、受賞等）, 執筆や出演の媒体（賞の主催者等）,年⽉⽇等 国際共同

その他
（広報活動を含む）

1 伊藤賢伸, 【AMED】令和2年度創薬基盤推進研究事業　年23,000,000円（間接経費除く）

その他
（広報活動を含む）

2 ⾅井千恵、⽉刊ことぶき、中⾼年のための医薬最前線,線維筋痛症,2020,8⽉号,56-59

その他
（広報活動を含む）

3 Healio Psychiatry, news: January 2, 2020. Ramelteon and suvorexant effective for delirium prevention. (Web news)

その他
（広報活動を含む）

4 福島哲夫編、⻩⽥常嘉、「第２回公認⼼理師試験問題解説」/ 学研メディカル秀潤社,2020年03⽉

その他
（広報活動を含む）

5 ⻩⽥常嘉、東京都看護師認知症対応⼒向上研修、「認知症に関する知識」2020年10⽉29⽇

その他
（広報活動を含む）

6 柴⽥展⼈「認知症（特にアルツハイマー病）について」（講演）江東区福祉部区⺠向けweb講演会, 2020年12⽉3⽇

その他
（広報活動を含む）

7 柴⽥展⼈「認知症を正しく理解しよう」（講演）江⼾川区医師会区⺠向け講演会, 2020年10⽉15⽇
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